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災害救護活動拠点

災害救護活動拠点とは・・・

👉災害時に病院では対処しきれない被災者の救護施設

👉総合受付にて被災者の状態に応じて、被災者対応エリアに誘導

災害発生
！！！

怪我人発生
！！！

病院

災害救護活動拠点

総合受付 被災者対応エリア



被災者対応エリア

総合受付

白エリア

安否確認・一時避難・
ボランティア受け入れ

青エリア

一般医療(診察・処方箋発
行)

軽傷者の手当

緑エリア 赤エリア(病院)

中・重傷者の手当・治療

黄緑エリア

要介護者の対応



被災者名簿(紙媒体)・タグ

被災者名簿とは・・・

👉被災者からの情報を元に受付が名簿を作成する

必要な情報

👉氏名・性別・生年月日・備考(症状・

連絡先)

タグとは・・・

👉被災者名簿の情報をタグとして被災者自身が所持



被災者名簿(紙媒体)の作成

総合受付

被災者対応エリア

青エリア

緑エリア

黄緑エリア

・被災者情報
・対応エリア

各エリアで
・被災者情報
・処置内容
の名簿を作成



被災者名簿(紙媒体)での問題点

・総合受付において一人一人の対応時間が長くなる

👉他の被災者への対応時間の減少

・各エリアで重複記入

👉対応が遅くなり、手間が増える

・紙媒体（情報量の制限）

👉記入出来る限度があり、かつ重量があり、管理・大量保管が困難



紙媒体の問題点への対応

総合受付において一人一人の

対応時間が長くなる
各エリアで重
複記入

紙媒体

（情報量の制
限）

電子化すると・・・???

紙媒体に記入する手間を省く

ことが可能となる

紙媒体の問題点

電子化によりほ
かエリアの情報
が参照可能

上限量がなく
なる

電子化により解決する問題



被災者名簿(データベース)

データベース化とは・・・

👉大量のデータを検索・閲覧しやすくする事



被災者名簿(データベース) 総合受付

登録する情報

・タグNo ・付き添い人

・氏名 ・行き先エリア

・性別

・生年月日

・住所

・電話番号



被災者名簿(データベース) 各エリア

登録する情報

被災者情報

参照
・タグNo ・備考

・ユーザID ・次のエリア選択

・エリア選択

・対応内容



被災者名簿(データベース)での問題点

・入力形式・内容が一様に定まっていない

👉入力に個人差が生じる

👉データベース化出来ない可能性がある



データベースの問題点への対応

入力形式・内容が一様に定まっていない

入力形式と入力内容を決める!

対処法として



入力内容の具体例

区切り方の違い

空白の有無 部分的な情報



入力内容(変更点)の具体例

入力形式を簡単に変更
(例)

氏名(カナ) セイ メイ



紙媒体とデータベースの比較

データベース 紙媒体



データベースによって生じる課題

パスワードなどの制限がないため

ボランティアの方であれば誰でも個人情報(医療情報)が閲覧・不正利用可能

アクセス・閲覧の一部制限をかける

対処法として



感染症から考えられる課題

大勢の被災者が災害救護活動拠点に訪れる

クラスターが発生する可能性がある

感染者と接触した被災者を特定する事が必要

支援システムの拡張・強化
データベースの項目を追加

そのため

そこで

対処法として



まとめ

被災者名簿をデータベースを使用して構築

名簿を統一化でき、各エリアで情報共有可能となる。



ご清聴ありがとうございました


